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保証
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安全情報
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に示す操作手順や規則などを正しく実
行または遵守しないと、製品の損傷ま
たは重要なデータの損失を招くおそれ
があります。指定された条件を完全に
理解し、それが満たされていることを
確認するまで、注意の指示より先に進
まないでください。

警告の表示は、危険を表します。ここ
に示す操作手順や規則などを正しく実
行または遵守しないと、怪我または死
亡のおそれがあります。指定された条
件を完全に理解し、それが満たされて
いることを確認するまで、警告の指示
より先に進まないでください。
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安全についての概要

以下の安全に関する一般的な注意事項は、本器の操作のあらゆる段階において
遵守する必要があります。これらの注意事項や、本書の他の部分に記載された
具体的な警告を守らないと、本器の設計、製造、想定される用途に関する安全
標準に違反します。キ一サイトは、顧客がこれらの要件を守らない場合につい
て、いかなる責任も負いません。

安全に関する注意事項

警告の表示は、危険を表します。ここに示す操作手順や規則などを正しく
実行または遵守しないと、怪我または死亡のおそれがあります。指定され
た条件を完全に理解し、それが満たされていることを確認するまで、警告
の指示より先に進まないでください。

注意の表示は、危険を表します。ここに示す操作手順や規則などを正しく
実行または遵守しないと、製品の損傷または重要なデータの損失を招くお
それがあります。指定された条件を完全に理解し、それが満たされている
ことを確認するまで、注意の指示より先に進まないでください。
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安全記号

測定器およびマニュアルに記載された以下の記号は、本器を安全に操作するた
めに守るべき注意事項を示します。

取扱説明書記号。製品にこの記
号が記載されている場合は、
ユーザは付属の説明書の内容を
参照する必要があります。

直流(DC)
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規制マーク

CE マークは、製品が関連するす

べての欧州法的指令に適合する
ことを示します。

ISM 1-A は、本器が Industrial 
Scientific and Medical Group 1 Class A
製品（CISPR 11、Clause 4）であ

ることを示しています。

ICES/NMB-001 は、この ISM デバ

イスがカナダの ICES-001 に適合

していることを示します。

Cet appareil ISM est conforme a la 
norme NMB-001 du Canada.

CSA マークは、カナダ規格協会

の登録商標です。"C" および

"US" がついた CSA マークは、製

品が米国とカナダの両方の市場
向けに、該当する米国およびカ
ナダの標準に基づいて認証され
たことを示します。

RCM マークは、オーストラリア

の通信メディア庁の登録商標
です。

この記号は、韓国のクラス A 
EMC 宣言です。製品識別コード

は "KCC-REM-ATI-WCIOP" です。

専門的な用途および家庭用以外
の電磁界環境での使用に適した
Class Aの機器です。

この記号は、通常使用時に危険
物質または有害物質が漏れ出す
ことがないと考えられる期間の
長さを示します。製品の期待寿
命は約40年間です。
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韓国のクラスA EMC要件

ユーザーに対する情報：

この機器は、ビジネス環境での使用に対して適合性が評価されています。居住
環境では、この機器により電波干渉が生じる可能性があります。

このEMCステートメントは、ビジネス環境でのこの機器の使用に対してのみ適

用されます。

사용자 안내문은 " 업무용 방송통신기자재 " 에만 적용한다 .

安全およびEMC要件

本器は、下記の安全規格およびEMC（電磁環境適合性）規格の要件に従って設

計されています。

– 低電圧指令2014/35/EU

– EMC Directive 2014/30/EU

사 용 자 안 내 문

이 기 기 는 업 무 용 환 경 에 서 사 용 할 목 적 으 로 적 합 성 평 가 를 받 은 기 기 로 
서 가 정 용 환 경 에 서 사
용 하 는 경 우 전 파 간 섭 의 우 려 가 있 습 니 다 .



安全に関する一般情報

– デバイスに損傷や欠陥があると思われる場合は、デバイスを使用しない
でください。

– デバイスにケーブルを接続する前に、デバイスのすべてのマークを確認
してください。

– 可燃性の気体や蒸気がある環境でデバイスを使用しないでください。

– デバイスに交換部品を装着したり、デバイスを無断で改造したりしない
でください。

– 指示どおりに機器を使用してください。機器をメーカーの指示どおりに
使用しないと、機器の安全機能が損なわれる可能性があります。

– 機器には、付属のケーブルを使用してください。

– 本書で説明していない修理やサービスは、
サービスマンのみが実施してください。
Keysight 82357B ユーザーズ・ガイド 7



Waste Electrical and Electronic Equipment（WEEE）指令
2002/96/EC

本指示は、WEEE 指令（2002/96/EC）のマーキング要件に適合します。貼付さ

れた製品ラベルは、本電気／電子製品を家庭ゴミとして廃棄してはならないこ
とを示します。 

製品カテゴリ :

WEEE 指令付録 1 の機器タイプに基づいて、本器は“Monitoring and Control 
Instrument”製品に分類されます。

製品に貼付されるラベルを下に示します :

家庭ゴミとして廃棄しないでください。

不要になった測定器の回収については、Keysight 計測お客様窓口にお問い合わ

せいただくか、以下のウェブサイトで詳細をご確認ください。
http://about.keysight.co.jp/en/companyinfo/environment/takeback.shtml

セールス／テクニカルサポート

セールス／テクニカルサポートに関する Keysight へのお問い合わせについて

は、以下の Keysight ウェブサイトのサポートリンクを参照してください。

– www.keysight.com/find/gpib
（製品固有の情報およびサポート、ソフトウェアおよびドキュメントのアッ
プデート）

– www.keysight.com/find/assist
（修理およびサービスのワールドワイドの問い合わせ情報
8 Keysight 82357B ユーザーズ・ガイド
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環境条件

本器は、屋内専用に設計されています。下の表に、本製品の一般的な環境要件
と一般特性を示します。

82357B の電気的（電源）要件を以下に示します。

環境条件 要件

温度
動作条件：0 ℃～55 ℃ 

保管条件：-40 °C～+70 °C 

湿度

動作条件： 

– 最大90 %、40 ℃（非結露）

– 最大40 %、41 ℃～55 ℃（非結露）

保管条件：最大90 %、65 ℃（非結露）

高度 最大2000 m

汚染度 汚染度2

一般特性 要件

電源
USBバスパワードデバイス、＋5 V、500 mA（最大値）、

200 mA（代表値）

爆発のおそれがある環境や濡れた環境では使用しないこと可燃性のあるガス
や煙、蒸気がある環境、または濡れた環境で本器を使用しないでください。 
Keysight 82357B ユーザーズ・ガイド 9



一般的な保守

本製品は次の規格に準拠しています。

– IEC 61010-1/EN 61010-1　

– 米国：UL61010-1

– カナダ：CSA C22.2 No. 61010-1

わずかに湿らせた布で拭くこと本器の外部は柔らかいリントフリー布をわ
ずかに湿らせて拭いてください。洗剤、揮発性の液体、化学溶剤は使用し
ないでください。
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Keysight 82357B USB/GPIB インタフェース

ユーザーズ・ガイド
1 Keysight 82357B のインス
トール

この章では、82357B と Keysight IO ライブラリ・スイートをインストールし、

82357B を PC に接続し、82357B 経由で GPIB 測定器をプログラムするための、

5 ステップのプロセスを示します。
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1 Keysight 82357B のインストール
ステップ 1：梱包内容のチェック

82357B USB/GPIB インタフェースの梱包には、図 1-1 に示す付属品が入って

います。存在しない、あるいは損傷している付属品がある場合は、輸送用梱包
材を保存しておき、Keysight に連絡してください。連絡先については、本書の

後の方の「Keysight への連絡」 （51 ページ）を参照してください。

付属品を確認する際に、82357B の下部に記載されているシリアル番号が、

82357B キット・ボックスのシリアル番号ラベルおよび 82357B 校正証明書に

記載されているシリアル番号と一致することを確認してください。シリアル番
号が一致しない場合は、Keysight に連絡してください。すべてのシリアル番号

が一致したら、後で参照できるようにシリアル番号を記録しておいてください。

– Keysight Technologies 82357B USB/GPIB インタフェース

– 82357B USB/GPIB インタフェース・クイック・スタート・ガイド

図 1-1 Keysight 82357B USB/GPIB インタフェースの付属品
16 Keysight 82357B ユーザーズ・ガイド



Keysight 82357B のインストール 1
ステップ 2：Keysight IO ライブラリ・スイートのインストール

このセクションでは、Keysight IO ライブラリ・スイートを PC にインストール

する方法を説明します。Keysight IO ライブラリ・スイートは、測定器制御ソフ

トウェアから測定器を使用する場合に有効なライブラリとユーティリティを集
めたものです。

Keysight IO ライブラリ・スイートによって測定器の制御に必要なソフトウェア

とドライバがインストールされるため、ハードウェアをインストールする前に
最初に Keysight IO ライブラリ・スイートをインストールする必要があります。

可能な限り、最新バージョンの Keysight IO ライブラリ・スイートを使用して

ください。このバージョンは、最新のインタフェースとオペレーティング・シ
ステムをサポートし、最も進歩した機能を備えています。

1 PC が最小システム要件を満たしていることを確認します。IO ライブラリの

Web ページ（www.keysight.com/find/iosuite）または IO ライブラリ・ス

イートの Readme を参照してください。

2 IO ライブラリソフトウェアを www.keysight.co.jp/find/iosuite からダウン

ロードしてインストールします。

3 インストール中は画面の指示に従います。通常インストールまたはカスタ
ム・インストールを選択できます。

– 通常：ほとんどの場合、推奨設定を使用して IO ライブラリ・スイート

をインストールする、通常インストールを選択します。

– カスタム：以下の場合にカスタム・インストールを選択します。

a IO ライブラリ・スイートを別のディレクトリにインストールする

（32 ビットのオペレーティング・システムの場合のみ）。

b ディスク空き容量を節約するため、インタフェース・マニュアルを
インストールしない。

Keysight IO ライブラリ・スイートのインストールには、管理者特権が必要です。
Keysight 82357B ユーザーズ・ガイド 17
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1 Keysight 82357B のインストール
c Keysight 32 ビット VISA と別のメーカの VISA を同じ PC で

side-by-side モードで使用する。 side-by-side モードの詳細について

は、www.keysight.com/find/side-by-side-install または IO ライブラ

リ・スイートのヘルプを参照してください。

4 IO Libraries スイートをインストールすると、Windows タスクバーの通知領

域に IO アイコンが表示されます。

図 1-2 Windows タスクバーの通知領域の IO アイコン
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Keysight 82357B のインストール 1
ステップ 3：82357B の接続

Keysight IO ライブラリ・スイートソフトウェアをインストールした後、82357B
を PC の USB ポートに接続するか、標準の USB ハブを通じて接続します。

82357B ハードウェアの概要

Keysight 82357B は、PC の USB ポートと GPIB 測定器との間の直接のインタ

フェース接続を提供します。82357B には、USB 2.0 準拠の USB ケーブルが付

属しています。このケーブルはシールドされており、コネクタの挿入回数仕様
は 1,500 回です。82357B は、1 台の GPIB 測定器または最大 14 台の GPIB 測

定器に、GPIB ケーブルを使用して接続できます。標準の USB ハブ経由で最大

4 台の 82357B コンバータを PC に接続できます。

図 1-3 82357B ハードウェアの各部分

Keysight IO ライブラリ・スイートソフトウェアが PC にインストールされていな

い場合は、この先に進まないでください。ライブラリをインストールしてくだ
さい（ステップ 2：Keysight IO ライブラリ・スイートのインストールを参照）。

GPIB コネクタ

（最大 14 台の

GPIB 測定器を

接続）

緑の
ACCESS 
LED

緑の READY LED

赤の FAIL LED

USB ケーブル

（USB ポート

に接続）
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1 Keysight 82357B のインストール
82357B の PC への接続

このセクションでは、82357B を PC の USB ポートに接続するか、USB ハブ経

由で PC に接続する手順を示します。

1 USB ポートに接続します。PC の電源がオンであることを確認し、82357B
の USB ケーブルを PC の USB ポートに接続します。82357B を GPIB 測定

器にはまだ接続しないでください。

図 1-4 82357B の PC への接続

2 LED を観察します。82357B の LED を最低 10 秒間観察します。82357B の

インストール時の正常な LED シーケンスについては、第 2 章 ,  「Keysight 
82357B の使用」を参照してください。

a 最初は、赤の FAIL LED だけがオンになります。数秒後、3 個の LED す

べてがオンになります。3 個の LED すべてがオンになったら、82357B
は正常にインストールされています。

b 10 秒間たって、Windows のプラグアンドプレイ・マネージャのすべて

の動作が終了しても、3 個の LED すべてがオンにならない場合は、この

先に進まないでください。第 3 章 ,  「Keysight 82357B のトラブル

シューティング」の診断情報を参照してください。
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Keysight 82357B のインストール 1
82357B の USB ハブへの接続

このセクションでは、標準の USB ハブ経由で 82357B を PC の USB ポートに

接続する手順を示します。

1 電源アダプタをハブと電源コンセントに接続します。ハブがセルフパワー
ド・モードで動作していることを確認してください。図 1-5 に示すのは、4
ポートのセルフパワード USB ハブに 2 台の 82357B USB/GPIB インタ

フェースを接続したところです。

2 PC の電源がオンであることを確認します。USB ハブの USB ケーブルを、

PC の USB ポートに接続します。

3 最低 1 台の 82357B USB/GPIB インタフェースを、USB ハブのポートに接続

します。この時点では、82357B に GPIB 測定器を接続する必要はありま

せん。

図 1-5 82357B の USB ハブへの接続

82357B を接続する USB ハブは、セルフパワード・ハブでなければなりません

（バスパワード・ハブ、すなわち USB バスから給電されるハブは使用できませ

ん）。また、電力要件や USB ケーブルの最大長などのハブの動作パラメータに

ついては、USB ハブのドキュメントを参照してください。
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1 Keysight 82357B のインストール
4 82357B の LED を最低 10 秒間観察します。82357B のインストール時の正

常な LED シーケンスについては、第 2 章 ,  「Keysight 82357B の使用」を

参照してください。

a 最初は、赤の FAIL LED だけがオンになります。数秒後、3 個の LED す

べてがオンになります。3 個の LED すべてがオンになったら、82357B
は正常に
インストールされています。

b 10 秒間たって、Windows のプラグアンドプレイ・マネージャのすべて

の動作が終了しても、3 個の LED すべてがオンにならない場合は、この

先に進まないでください。第 3 章 ,  「Keysight 82357B のトラブル

シューティング」の診断情報を参照してください。

Windows Vista、Windows 7/8/10 の場合は、82357B を最初に USB ポートに接

続したときにドライバーが自動的にインストールされるため、Windows のプ

ラグアンドプレイマネージャーのシーケンスは実行されません。
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Keysight 82357B のインストール 1
ステップ 4：GPIB 測定器の接続

82357B をインストールしたら、次のステップでは、GPIB 測定器を 82357B に

接続します。このステップでは、次の作業を実行します。

– 1 台の GPIB 測定器の接続、または

– 複数の GPIB 測定器の接続

1 台の GPIB 測定器の接続

図 1-6 に示すのは、1 台の GPIB 測定器を 82357B の GPIB ポートに接続したと

ころです。システムの接続が完了したら、ステップ 5：82357B 経由のプログ

ラミングに進みます。後でプログラミングに使用するために、接続した測定器
のプライマリ GPIB アドレスを記録しておきます。

図 1-6 1 台の GPIB 測定器の GPIB ポートへの接続

コネクタの損傷を避けるために、コネクタのネジは指で締めてください。
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1 Keysight 82357B のインストール
複数の GPIB 測定器の接続

図 1-7 に、3 台の GPIB 測定器を 82357B に接続する代表的な方法を示します。

システムの接続が完了したら、ステップ 5：82357B 経由のプログラミングに

進みます。後でプログラミングに使用するために、接続した各測定器のプライ
マリ GPIB アドレスを記録しておきます。

図 1-7 3 台の GPIB 測定器を 82357B に接続する代表的な方法

図 1-7 では 82357B を GPIB 測定器 1 に接続していますが、システム内のどの

GPIB 測定器に接続してもかまいません。必ず、先に GPIB ケーブルを GPIB 測

定器に接続してから、82357B の GPIB コネクタを GPIB ケーブルに積み重ね接

続するようにしてください。

* コネクタ取り付け部への負担を少

なくするために、ケーブル・コネク
タ・ブロックを重ねる場合は 3 個ま

でにしてください。
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Keysight 82357B のインストール 1
ステップ 5：82357B 経由のプログラミング

GPIB 測定器を 82357B に接続したら、次のステップでは、Interactive IO を使

用して PC と測定器の間の通信を確立します。通信が確立されたら、VISA、
VISA COM、または SICL を使用して、測定器のプログラミングを開始できます。

測定器通信の確立 

Keysight IO ライブラリ・スイートが PC にインストールされている場合は、

Interactive IO という I/O ユーティリティもインストールされています。Interactive 
IO を使うと、PC と GPIB 測定器との間の通信を検証できます。このセクショ

ンでは、Interactive IO を使用して測定器通信を検証する方法を示します。

1 Windows タスクバーの通知領域にある [IO] のアイコンをクリックします。

2 測定器を右クリックし、Send Commands To This Instrument をクリックし

て、Interactive IO ウィンドウを表示します。Interective IO の詳細について

知るには、Help をクリックします。

3 *IDN? がデフォルトのコマンドです。Send & Read をクリックすると、識

別の問合せが測定器に送信され、測定器からの応答が Interactive IO ウィン

ドウに表示されます。

4 その他のコマンドを送信するには、Commands> をクリックして一般的な

コマンドのリストから選択するか、Command: フィールドにコマンドを入

力します。コマンドでタイムアウト・エラーが発生する場合は、Options を

クリックしてタイムアウト値を変更します。

Connection Expert で GPIB インタフェースを設定した後で、接続された GPIB
測定器が Connection Expert のエクスプローラに表示され、測定器の IDN 文字

列情報が詳細ウィンドウに表示されていれば、通信は検証されています。
Interactive IO では、手動で通信を検証し、測定器に特定のコマンドを送信でき

ます。
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1 Keysight 82357B のインストール
図 1-8 Keysight Interactive IO

5 各 GPIB 測定器との通信が確立されたら、VISA、VISA COM、または SICL を

使用して測定器のプログラミングを開始できます。次のセクション GPIB 測

定器のプログラミングを参照してください。
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Keysight 82357B のインストール 1
GPIB 測定器のプログラミング

このセクションでは、82357B USB/GPIB インタフェース経由で、Keysight 
VISA、VISA COM、SICL IO ライブラリを使用して、GPIB 測定器をプログラム

する方法を説明します。プログラミングには、Visual Basic、Visual C++、
Keysight VEE、National Instruments LabVIEW など、さまざまな言語やアプリ

ケーションが使用できます。

プログラミングの指針については、当該製品のユーザーズ・ガイド（Visual 
Basic ユーザーズ・ガイドなど）を参照してください。また、測定器のユー

ザーズ・ガイドにも、さまざまな I/O ライブラリや測定器ドライバを使用した

プログラミング例が記載されています。82357B が正常にインストールされる

と、このインタフェースは GPIB 測定器をプログラミングするためのトランス

ペアレントなインタフェースとして動作します。

Keysight VISA を使用したプログラミングの詳細については、Keysight VISA 
User’s Guide を参照してください。VISA COM の詳細および VISA、VISA 
COM、SICL の関数リファレンスについては、IO ライブラリ・スイートの

Online Help を参照してください。

VISA および SICL のマニュアル

Keysight VISA User’s Guide および Keysight SICL User’s Guide for Windows
の PDF 版は、Windows のタスクバーの IO アイコンから参照できます。これら

のマニュアルの表示には Adobe Reader が必要です。

Keysight VISA User’s Guide を参照するには、IO アイコンをクリックして、

Documentation > VISA Users Guide をクリックします。Keysight SICL User’s 
Guide for Windows を参照するには、IO アイコンをクリックして、

Documentation > SICL Users Guide をクリックします。VISA COM の情報と、

VISA、VISA COM、SICL の関数リファレンスを参照するには、IO アイコンをク

リックして、Help Topics をクリックします。
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1 Keysight 82357B のインストール
I/O インタフェース設定の概要

I/O インタフェースは、ハードウェア・インタフェースとソフトウェア・イン

タフェースから構成されます。Connection Expert ユーティリティを使用する

と、ハードウェア・インタフェースに固有のソフトウェア・インタフェース
ID を割り当てることができます。

Keysight IO ライブラリ・スイートは、インタフェース ID または論理装置 (LU)
番号を使用して、インタフェースを識別します。この情報は、VISA プログラ

ムの viOpen 関数コールまたは SICL プログラムの iopen 関数コールのパラメー

タ文字列として渡されます。

Connection Expert は、インタフェース ID および論理装置 (LU) 番号と、その他

の必要な設定を、インタフェース・ハードウェアに割り当てます。LU 番号は

通常は自動的に割り当てられるので、この設定は無視してかまいません。LU
番号は固有の識別子として内部で用いられます。I/O インタフェースを設定す

る際には、Keysight VISA、VISA COM、または SICL を使用して、割り当てられ

た測定器をプログラムできます。

例：I/O インタフェースの設定

例えば、図 1-9 の GPIB インタフェース・システムは、Windows PC、82357B 
USB/GPIB インタフェース、および 3 台の GPIB 測定器（プライマリ・アドレ

スは 3、4、5）から構成されます。測定器は GPIB ケーブルで接続されていま

す。

このシステムに対して、Connection Expert は、VISA 名“GPIB1”と SICL 名

“gpib1”を割り当てています。これらの名前がインタフェースに割り当てられ

た状態で、VISA/SICL アドレスは図 1-9 に示すようになります。

Connection Expert によって固有の名前が割り当てられているので、VISA の

viOpen コマンドまたは SICL の iopen コマンドを使用して、図に示すように

GPIB 測定器への I/O 経路を開くことができます。
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図 1-9 代表的なシステム・インストール - 82357 USB/GPIB インタ

フェース
Keysight 82357B ユーザーズ・ガイド 29



1 Keysight 82357B のインストール
これは空白のページです。
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Keysight 82357B USB/GPIB インタフェース

ユーザーズ・ガイド
2 Keysight 82357B の使用

この章では、以下に示す 82357B の通常の動作状態およびモードと、82357B
の使用の指針について説明します。

– 82357B の初期動作状態

– 82357B の動作モードの概要

– 1 台の 82357B による動作

– 複数の 82357B による動作

– SRQ 動作
31



2 Keysight 82357B の使用
82357B の初期動作状態

図 2-1 に、82357B を最初に PC または USB ハブの USB ポートに接続したと

きの初期動作状態のシーケンスを示します。

図 2-1 初期動作状態のシーケンス
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Keysight 82357B の使用 2
82357B の動作モードの概要

82357B には 2 つの動作モードがあります。システム内で USB ポートに接続さ

れている 82357B が 1 台だけの場合は、これをシングル・モード機能と定義し

ます。システム内で最大 4 台の 82357B が同時に USB ポートに接続されてい

る場合は、これをマルチ・モード機能と定義します。

シングル・モード機能

シングル・モード動作の場合は、動作パラメータ（VISA インタフェース ID、
SICL インタフェース ID、論理装置番号、GPIB アドレス）は、82357B が最初

にインストールされたときに設定されます。

この 82357B を取り外してから再接続した場合は、あるいは 82357B を別の

82357B に交換した場合は、前の設定パラメータが新しく接続された 82357B
に自動的に割り当てられます。したがって、82357B を交換しても、インタ

フェースを設定し直す必要はありません。このため、一度に 1 台の 82357B し

か接続しない場合は、複数のユーザの間で 82357B を交換して使用できます。

マルチ・モード機能

これに対して、最大 4 台の 82357B が同時にシステムに接続される場合は、そ

れぞれの 82357B が固有の動作パラメータのセットを持つ必要があるので、各

82357B のシリアル番号がその動作パラメータと対応付けられます。マルチ動

作モードの場合は、新しい 82357B を追加するか、82357B を取り外して別の

82357B を代わりに接続すると、新しくインストールした 82357B には新しい

（固有の）動作パラメータのセットが割り当てられます。

使用している 82357B がシステムから取り外された場合は、SICL/VISA アプリ

ケーションには、VI_ERR_NOINFC (VISA) または I_ERR_NCIC (SICL) が通知とし

て返されます。

この機能は、IO ライブラリスイート 16.3 Update 2(16.3.17914.4) 以下と組み

合わせて使用した場合のみサポートされます。
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2 Keysight 82357B の使用
1 台の 82357B による動作

82357B を最初にインストールしたときには、デフォルトの VISA インタフェー

ス ID、SICL インタフェース ID、論理装置 (LU) 番号、GPIB アドレスが、この

82357B のシリアル番号に自動的に割り当てられます。

例えば、ある 82357B のシリアル番号が MY12345678 だとします。この

82357B を最初にインストールしたときは、次に示すような代表的な値がこの

シリアル番号に自動的に割り当てられます。

– VISA インタフェース ID：GPIB0

– SICL インタフェース ID：gpib0

– 論理装置番号：7

– GPIB アドレス：21

82357B を最初にシステムに接続したときに（Keysight IO ライブラリ・スイー
トと 82357B ドライバがインストールされていると仮定すると）、ソフトウェ
アは 82357B が接続されたことを認識します。Connection Expert が動作してい
る場合は、表示が自動的に更新され、ツリービューに 82357B が USB/GPIB イ
ンタフェースとして表示されます。Connection Expert からインタフェースの
プロパティを変更できます。

VISA および SICL インタフェース ID、論理装置番号、GPIB アドレスは、
Connection Expert のプロパティ・ウィンドウでいつでも確認できます（この
ウィンドウを表示するには、IO アイコンをクリックし、Keysight Connection 
Expert を選択します）。

この 82357B を取り外して、別の 82357B（シリアル番号が異なるもの）を接
続した場合、あるいは同じ 82357B を接続し直した場合は、新しい 82357B に
は、前の 82357B と同じ VISA インタフェース ID、SICL インタフェース ID、論
理装置番号、GPIB アドレスが割り当てられます。

この機能は、IO ライブラリスイート 16.3 Update 2(16.3.17914.4) 以下と組み

合わせて使用した場合のみサポートされます。

82357B のパラメータ値は必要に応じて変更できます。詳細については「設定

パラメータの変更」 （36 ページ）を参照してください。
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Keysight 82357B の使用 2
複数の 82357B による動作

複数の 82357B を同時にシステムに接続した場合は、これをマルチ動作モードと
定義します。マルチ動作モードでは、各 82357B がそのシリアル番号に関連する
I/O 設定に対応付けられます。この動作モードがシングル動作モードと異なる点
は、82357B を別の 82357B に交換したときに設定が再使用されないことです。

シングル動作モードと同様、82357B を最初にシステムに接続したときに
（Keysight IO ライブラリ・スイートと 82357B ドライバがインストールされて
いると仮定すると）、ソフトウェアは 82357B が接続されたことを認識します。
Connection Expert が動作している場合は、表示が自動的に更新され、ツリー
ビューに 82357B が USB/GPIB インタフェースとして表示されます。その後、
Connection Expert でインタフェースのプロパティを変更できます。

VISA および SICL インタフェース ID、論理装置番号、GPIB アドレスは、
Connection Expert のプロパティ・ウィンドウでいつでも確認できます（この
ウィンドウを表示するには、IO アイコンをクリックし、Keysight Connection 
Expert を選択します）。

別の 82357B（シリアル番号が異なるもの）を接続した場合は、新しい 82357B
には、固有の VISA インタフェース ID、SICL インタフェース ID、LU、GPIB ア
ドレスが自動的に割り当てられます。

SRQ 動作

VISA/SICL アプリケーションが SRQ コールバック（VISA の viEventHandler()
または SICL の ionsrq()）を使用していて、コールバックが SRQ を適切な時間

内に処理しない場合は、SRQ コールバック関数が複数回トリガされる可能性

があります。

このような状況を避けるには、GPIB バス上で SRQ がアサートされていない場

合のみ SRQ コールバック関数がコールされるように設計します。

– 82357B のパラメータ値は必要に応じて変更できます。詳細については「設

定パラメータの変更」 （36 ページ）を参照してください。

– マルチ動作モードからシングル動作モードに変更することもできます。詳
細については「動作モードの変更」 （37 ページ）を参照してください。
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2 Keysight 82357B の使用
設定パラメータの設定

このセクションでは、82357B の次のような設定パラメータの変更または設定

の指針を示します。

– 設定パラメータの変更

– 動作モードの変更

– タイムアウト・フロア値の設定

– 高性能動作の設定

設定パラメータの変更

VISA インタフェース ID、論理ユニットまたは GPIB アドレスを変更する場合、

またはこれらの構成パラメータの値を確認する場合は、My Instruments リスト

の GPIB-USB (GPIB0) をクリックして、Detail for GPIB0 ダイアログボックスを

表示します。Edit をクリックし、必要に応じて設定を選択して OK をクリック

します。Cancel をクリックすると、前のダイアログボックスの設定が使用さ

れます。

82357B の論理装置 (LU) 番号と GPIB アドレスの値は変更できますが、これは

通常必要ではなく、動作しているアプリケーションが異常を起こしたり停止し
たりする原因になる場合があります。
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Keysight 82357B の使用 2
図 2-2 Keysight 82357B（高速）インタフェース - USB/GPIB

動作モードの変更

システムで複数の 82357B が使用されている場合（マルチ動作モード）、マル

チ・モードからシングル動作モードに変更するには、次の手順を実行する必要
があります。

1 システムからすべての 82357B を取り外します。

2 Connection Expert を実行します（IO アイコンをクリックし、Keysight 
Connection Expert をクリック）。

3 エクスプローラ・ビューで USB/GPIB アイコンを 1 つずつ選択し、Delete
をクリックして、すべての 82357B 設定を削除します（または、1 つの設定

だけを残して他を削除します）。

4 1 台の 82357B を再接続し、再設定します。
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2 Keysight 82357B の使用
タイムアウト • フロア値の設定

82357B には、信頼できる USB 通信を実現するための内部要件として、デフォ

ルトのタイムアウト・フロア値が設定されています。82357B では、タイムア

ウト値をフロア値より小さくすることはできません（デフォルトでは、VISA/
SICL のタイムアウトは無限大に設定されています）。

プログラムでタイムアウト・フロアを知るには、タイムアウト値をきわめて小
さい値、例えば 1 ms に設定して、実際のタイムアウト・フロア値を問い合わ

せます。VISA と SICL の例を次に示します。

例 : タイムアウト・フロアの問合せ (VISA)

tval = 1; // タイムアウトを 1 ms に設定
err = viSetAttribute(id, VI_ATTR_TMO_VALUE, tval_in);
...
err = viGetAttribute(id, VI_ATTR_TMO_VALUE, &tval_out);
...
printf("Set timeout to [%d], actual timeout that resulted 
[%d]\n", tval_in, tval_out);

例 : タイムアウト・フロアの問合せ (SICL)

tval = 1; // タイムアウトを 1 ms に設定
err = itimeout(id, tval_in);
...
err = igettimeout(id, &tval_out);
...
printf("Set timeout to [%d], actual timeout that resulted 
[%d]\n", tval_in,tval_out);
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Keysight 82357B の使用 2
82357B の高性能動作の設定

はじめに

82357B で大きな（1000 バイト超）バッファ・サイズを使った書き込みの

GPIB 伝送速度は、データ使用可能（T1）遅延時間によって影響されます

（バッファ・サイズが 1000 バイトより小さい場合は、伝送速度はほとんど影

響されません）。82357B で使用されるデフォルトの遅延時間は 800 ns です。

T1 = 357 ns の場合の最大伝送速度は、約 1.15 MB/s です。これに対して、

82357B のデフォルト値である 800 ns を使用した場合は、約 714 KB/s となり

ます。T1 遅延の変更は、82357B の書き込み性能だけに影響します。

VISA による T1 値の設定

VISA で T1 値を設定するには、VI_AGATTR_GPIB_T1_DELAY 属性を使用します。

VI_AGATTR_GPIB_T1_DELAY の値は、ns 単位の T1 遅延であり、

VI_AG_GPIB_T1DELAY_MIN の値以上、VI_AG_GPIB_T1DELAY_MAX の値以下で

ある必要があります。この値は、Keysight の‘visa.h’ヘッダ・ファイルで定

義されています。この値を使用するには、C または C++ ソース・ファイルの

‘#include ‘visa.h’’の前に‘#define AGVISA_ATTRIBUTES’を置く必要があり

ます。

82357B でサポートされる T1 遅延は、357 ns から <max_value> までで、40 ns ス
テップで設定できます。実際の値を知るには、viGetAttribute() をコールします。

SICL による T1 値の設定

T1 の値を SICL で設定するには、igpibsett1delay() コマンドを使用して GPIB
環境を変更します。

このセクションで説明している T1 遅延の変更は高度な機能であり、ケーブル

長やその他のシステム条件に関する注意が必要です。

属性 アクセス特権 データ型 範囲（ns） 使用される場所

VI_AGATTR_GPIB_
T1_DELAY RW グローバル ViInt32　

VI_AG_GPIB_T1DELAY_MIN ～
VI_AG_GPIB_T1DELAY_MAX

GPIB INTFC
リソース
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2 Keysight 82357B の使用
これは空白のページです。
40 Keysight 82357B ユーザーズ・ガイド



Keysight 82357B USB/GPIB インタフェース

ユーザーズ・ガイド
3 Keysight 82357B のトラブ
ルシューティング

この章では、82357B のハードウェア／ソフトウェアのチェックを初めとする

トラブルシューティングの指針と、82357B のサービス／サポート情報を記載

します。
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3 Keysight 82357B のトラブルシューティング
トラブルシューティングのフローチャート

図 3-1 に、82357B の問題を LED の状態に基づいて診断して解決するための推

奨手順を示します。

LED の状態が正常な状態と異なる場合は、LED の状態を使用して 82357B の診

断とトラブルシューティングを実行できます。第 2 章 ,  「Keysight 82357B の

使用」に、82357B を最初に USB ポートに接続したときの正常な LED シーケン

スを示します。

LED 状態の観察

トラブルシューティングを開始するには、82357B を USB ポートに接続し、

Windows のプラグアンドプレイ・マネージャの動作が終了した後で、最低 10
秒間 LED の状態を観察します。次の手順を実行します。

– すべての LED がオフの場合は、ハードウェアのチェックから開始します。

– 赤の FAIL LED がオンの場合は、ソフトウェアのインストールのチェックか

ら開始します。

– すべての LED がオンの場合は、ソフトウェア設定のチェックから開始し

ます。

チェック・シーケンスの手順を実行した後、図 3-1 のボックスを使用して、次

のステップを判定します。例えば、ハードウェア・チェックを実行した結果、
赤の FAIL LED だけがオンになっている場合は、ソフトウェアのインストール

のチェックに進みます。

すべてのステップを実行する必要はなく、記載されている順番にステップを実
行する必要もありません。何らかの操作によって LED の状態が変化した場合

は、該当するチェック・シーケンスを実行して、トラブルシューティングを続
行します。
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Keysight 82357B のトラブルシューティング 3
図 3-1 トラブルシューティングのフローチャート

START

All LEDs OFF Red Fail LED ON ALL LEDs ON

READY FAIL ACCESS READY FAIL ACCESS READY FAIL ACCESS

Typical Cause

No power on USB bus or 
device turned off by Windows 
Plug and Play Manager.

Typical Cause

Keysight IO Libraries not 
installed or 82357B USB 
drivers not installed.

Typical Cause

Improper Keysight 
IOLibraries configuration.

Hardware Checks Software Installation 
Checks

Software Configuration 
Checks

Check Cables, USB 
Interface, Host PC

Check Suspend / 
Resume Operation

Check IO Control Operation

Reboot PC
Verify Keysight IO 

Libraries Installation Check USB Scanner

Check Device Manager Verify Driver Installation

After Doing These Checks:

If the FAIL LED is the only LED 
ON, go to ソフトウェアのイン

ストールのチェック .

If all three LEDs are ON, go to ソ
フトウェア設定のチェック .

If all three LEDs are OFF, 
contact Keysight.

After Doing These Checks:

If all three LEDs are ON, go to ソ
フトウェア設定のチェック .

If the FAIL LED is the only LED 
ON, contact Keysight.

After Doing These Checks:

If all three LEDs are ON, contact 
Keysight.
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3 Keysight 82357B のトラブルシューティング
ハードウェアのチェック

82357B の USB ケーブルを USB ポートに接続した後で 10 秒以上経過し、

Windows のプラグアンドプレイ・マネージャのすべての動作と Connection 
Expert の更新が終了しても、すべての LED がオフのままの場合は、ハード

ウェア・チェックからトラブルシューティング・シーケンスを開始します。何
らかの操作によって LED の状態が変化した場合は、ソフトウェアのインス

トールのチェックまたはソフトウェア設定のチェックに進みます。

USB ケーブル、USB インタフェース、ホスト PC のチェック

ハードウェア・チェックの最初に、82357B と PC（および使用している場合は

USB ハブ）との接続をチェックします。

1 USB ケーブルの接続をチェックします。82357B の USB ケーブルが PC ま

たは USB ハブの USB ポートに正しく接続されているかどうかをチェック

します。USB ハブを使用している場合は、ハブが PC に接続されていることを

確認します。

2 82357B の USB ケーブルをいったん抜いて接続し直します。これによって

LED の状態が変化しない場合は、82357B を別の USB ポートに接続してみ

ます。

3 PC の USB ポートをチェックします。PC の USB ポートが動作していて、

電力が供給されていることを確認します（他の USB デバイスを接続してみ

ます）。

4 PC の状態をチェックします。ホスト・コンピュータが電力管理のサスペン

ド状態でないことを確認します。

5 USB ハブをチェックします。82357B をハブから取り外して、PC の USB
ポートに直接接続してみます。USB ハブの中には、静電放電の影響を受け

やすいものがあります。

6 USB ケーブルの損傷をチェックします。USB ケーブルに切れたりつぶれた

りした個所がないかどうかチェックします。末端のコネクタは損傷しやす
いので、コネクタの曲がり／位置ずれ／つぶれなどをチェックします。
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Keysight 82357B のトラブルシューティング 3
PC のリブート

上記の手順でも LED の状態が変化しない場合は、PC をリブートします。

デバイス • マネージャのチェック

必要な場合は、Windows のデバイス・マネージャを使って、82357B を再イン

ストールできます。

スタート > コントロール・パネル > システム > ハードウェア > デバイス・マ

ネージャを選択して、デバイス・マネージャを開きます。

Windows 8 では、デスクトップの左下コーナを右クリックして、デバイス・マ

ネージャを選択します。

デバイス・マネージャで、82357 を選択し、プロパティを選択します。ドライ

バタブを選択し、ドライバの再インストールをクリックします。これにより、
Windows のプラグアンドプレイ・マネージャは 82357B のドライバの検索を開

始します。デバイス・マネージャは 82357B USB デバイスを無効にしている可

能性があるので、有効をクリックして 82357B を再起動します。

USB スキャナを使用している場合は、スキャナの衝突が発生している可能性

があります。「ソフトウェアのインストールのチェック」 （46 ページ）の USB
スキャナのチェックを参照してください。
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3 Keysight 82357B のトラブルシューティング
ソフトウェアのインストールのチェック

10 秒後に赤の FAIL LED だけがオンになっている場合は、82357B はホスト・

コンピュータによって検出されています。

サスペンド／再開動作のチェック

一部の Windows オペレーティング・システムは電力管理をサポートしていて、

82357B の動作中に PC がサスペンド状態になることがあります。サスペンド／

再開サイクルの後では、82357B が正しく動作を再開できない場合があります。

このような場合は、82357B を動作させるには、USB ケーブルを抜いてから接

続し直します。それでも問題が解決しない場合は、Keysight IO ライブラリ・ス

イートのインストールの確認を参照してください。

Keysight IO ライブラリ・スイートのインストールの確認

10 秒間たって、Windows のプラグアンドプレイ・マネージャの動作がすべて

終了しても、赤の LED だけがオンになっている場合は、トラブルシューティ

ングを開始するために、まず IO ライブラリのインストールを確認します。何

らかの操作によって LED の状態が変化した場合は、ソフトウェア設定の

チェックまたはハードウェアのチェックに進みます。

1 Keysight IO ライブラリのバージョンの確認。IO ライブラリ・スイートのい

ずれかのバージョンがインストールされている場合、Windows タスクバー

の通知領域に IO アイコンが表示されます。

82357B アプリケーションが PC のサスペンド動作によって中断されるのを防

ぐには、PC のコントロール・パネル > 電源オプションダイアログで電力管理

をオフにします。
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Keysight 82357B のトラブルシューティング 3
図 3-2 Windows タスクバーの通知領域の IO アイコン

a IO アイコンが表示されている場合は、アイコンをクリックし、About 
Keysight IO Control を選択して、バージョンを表示します。バージョン

は 15.0 以上である必要があります。

b IO アイコンが表示されていない場合デモ、IO ライブラリのいずれかの

バージョンがインストールされている可能性があります。これを検証す
るために、スタート・メニューの Keysight Connection Expert、またはス

タート・スクリーン（Windows 8 および 10）を確認します。

c 見つかった場合は、Keysight Connection Expert を起動し、View > 
Keysight IO Control を選択して、Keysight IO Control の選択肢の隣に

チェック・マークを付けます。

d スタート・メニューまたはスタート・スクリーン（Windows 8 および 10）
に Keysight Connection Expert が見つからない場合は、Keysight IO ライ

ブラリのどのバージョンもンストールされていません。 この場合は、あ

るいはインストールされているバージョンが 15.0 以上でない場合は、

新しいバージョンをインストールする必要があります（ステップ 2 を

参照）。

2 Keysight IO ライブラリをインストールします（必要な場合）。Keysight IO ラ

イブラリ・スイートのバージョン 15.0 以上が PC にインストールされてい

ない場合は、このステップを実行します。

a 82357B の USB ケーブルを USB ポートから取り外します。
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b www.keysight.co.jp/find/iosuite からソフトウェアをダウンロードして、

Keysight IO ライブラリスイートをインストールします。

c 82357B の USB ケーブルを USB ポートに再接続し、LED を最低 10 秒間

観察します。

3 個の LED がすべてオンのままになったら、ソフトウェア設定のチェッ

クに進みます。
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ソフトウェア設定のチェック

82357B を USB ポートに接続した後で、3 個の LED すべてが 10 秒以上オンの

ままになったら、82357B はインストールされています。

トラブルシューティングを開始するには、I/O 制御動作をチェックします。何

らかの操作によって LED の状態が変化した場合は、ソフトウェアのインス

トールのチェックまたはハードウェアのチェックに進みます。

IO Control の動作のチェック

Keysight IO ライブラリ・スイートがインストールされると、IO Control が作成

されます。IO Control が動作している場合は、Windows のタスクバーに IO ア

イコンで表示されます。デフォルトでは、ライブラリをインストールすると
IO Control が常にアクティブになり、IO アイコンが表示されます。ただし、IO 
Control が非アクティブになっている可能性もあります。このような場合は、

82357B を使用している SICL/VISA アプリケーションは正常に動作しません。

次のような現象が発生する場合は、IO Control がアクティブでない可能性があ

ります。

– Connection Expert が動作しておらず、82357B を最初に USB ポートに接続

したときに Keysight 82357B USB/GPIB Interface Detected ダイアログ・

ボックスが表示されない。

– Connection Expert が動作しているが、82357B を最初に USB ポートに接続

したときに自動的に更新されない。

– 82357B を使用している SICL/VISA アプリケーションでセッションを開けない。

– Windows のタスク・マネージャで、iproc82357.exe が動作していないか、

応答していない。
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上記の現象が発生した場合は、次の手順を実行します。

1 82357B を取り外して再接続します。82357B を取り外して再接続したとき

に、Keysight 82357B USB/GPIB Interface Detected ダイアログ・ボックス

が表示されるか、Connection Expert ウィンドウが更新された場合は、問題

は解決されています。そうならない場合は、ステップ 2 に進みます。

2 IO Control をシャットダウンして再起動します。以下の手順で、IO Control
をシャットダウンして再起動します。この操作を実行すると、接続されて
いるすべての 82357B が初期化され、緑の Ready LED だけがオンになるはず

です。

a IO アイコンが表示されている場合は、アイコンをクリックし、Exit をク

リックします。IO Control を停止した場合の結果を説明するダイアロ

グ・ボックスが表示されます。OK をクリックして IO Control をシャッ

トダウンします。

b IO アイコンが表示されていない場合は、アイコン表示がオフになってい

るか、IO Control（および関連する iproc82357.exe と iprocsvr.exe）がア

クティブではありません。この場合は、Keysight Connection Expert を起

動し、View > Keysight IO Control を選択して、Keysight IO Control の選

択肢の隣にチェック・マークを付けて、IO Control を再起動して IO アイ

コンを表示します。

USB スキャナのチェック

一般的には、USB スキャナを 82357B といっしょに使用しても問題は起きませ

ん。ただし、USB ポートを使用するスキャナがシステムにインストールされ

ていて、実際に 82357B に問題が発生した場合は、スキャナを取り外してか

ら、82357B をポートに接続します。

スキャナをシステムに接続していない状態で 82357B が設定される場合は、ス

キャナが USB バスをロックしているために、82357B がバスを使用できない可

能性があります。このような場合は、スキャナのソフトウェアまたはファーム
ウェアのアップデートがあるかどうか、スキャナのメーカに問い合わせてみて
ください。

PC をリブートすると、常に IO Control が再起動され、iprocsvr.exe と

iproc82357.exe が再実行されます。
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サービス／サポート情報

Keysight 82357B USB/GPIB インタフェースには、ユーザが修理できる部分は

ありません。82357B のハードウェアが故障していると思われる場合は、

Keysight に連絡して、機器を返送する方法を問い合わせてください。電話番号

と Web サイトのアドレスは、次の Keysight への連絡セクションに記載されて

います。

Keysight への連絡

北米および中南米からは、次の電話番号で Keysight に連絡できます。

アメリカ大陸コールセンター： 1-800-829-4444

その他の国からは、当該地域の Keysight サポート窓口に連絡してください。

その他の国の連絡先は、Keysight Web サイトに記載されています。

www.keysight.co.jp/find/assist
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これは空白のページです。
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Keysight 82357B USB/GPIB インタフェース

ユーザーズ・ガイド
4 製品の仕様

82357B USB/GPIB インタフェースの特性と仕様については、データシートをご

覧ください (http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/5989-1889EN.pdf)。
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これは空白のページです。
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